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Ⅰ．研究の目的と方法

「理 している」とはどのような状態をいうの

だろうか。テストなどで問題が けると理 して

いると捉えられがちであるが，問題を くことが

できたならその生徒は理 している，問題を く

ことができなかったなら，理 していないという

二分法でよいのかという疑問から「理 」を考え

るに至った。

　本研究では，望ましい理 の状態へと変容させ

るための指導への示唆を目的とする。そのために

次のような方法をとる。まず，従来行われてきた

理 に関する研究を吟味することにより，成果お

よび問題点を整理する。そして，明らかになった

問題点を 決するために，Vinner の提案してい

る概念イメージ，概念定義を導入する。Vinner

らの研究に基づき本研究における概念定義，概念

イメージを定義する。導入した概念定義，概念イ

メージにより理 を捉える枠組みを構築する。そ

して，構築した枠組みを用いて事例を考察する。

事例を考察する際，生徒のイメージ，定義を把握

するために 問紙調査を行う。調査の結果より，

生徒の理 を捉え，望ましい理 の状態とはどの

ようなものかを明示する。そして，それを受けて

指導への示唆を得る。
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Ⅲ．研究の概要

研究の目的を達成するために，次のような研究

題を 定した。

〇研究 題1；理 に関する先行研究を吟味する

〇研究 題2；概念イメージ，概念定義により理

を特徴付ける

〇研究 題3；望ましい理 とはどのようなもの

なのか



まず研究 題 1 に対して，従来行われてきた理

研究を吟味し，問題を整理した。そこで挙げら

れた問題点は，子どもたちの理 の様相（理 の

状態），理 の過程（理 しつつある過程）の両

方を十分に記述することができなかったことであ

る。また，藤井斉亮氏の研究より，知 間の関係

は整合的な関係と 整合的な関係などに分けるこ

とができた。それをもとに，事例を取り上げたと

き，整合・不整合が理 を考える上で一つの観点

になり得た。そこで，整合・不整合を観点として

理 を捉えることにした。（以上　第2章）

　理 とは，個人的で内面的なものなので，直接

捉えることは難しい。そこで研究 題 2 に答える

ために，先行研究であげられた問題点を 決でき

るであろう理 を特徴付ける枠組みを構築する。

人がある概念に対して内に秘めているものを

とイメージという二つの側面から見ることによっ

て，学習過程で こる現象を分析しようとする

Vinner らの研究がある。この研究に基づき，子

どもの内面にあるものをイメージと定義という 2

つの側面から見ることによって，理 の状態を明

らかにすることができると考えた。そこで，理

を捉えるために概念イメージ，概念定義を導入し

た。ここでは，Vinner らの研究に基づいて，概

念イメージを人が心の中である概念に対して持つ

イメージとし，図や映像などの狭義で扱う。また，

概念定義を概念を特定するために使われた 形

式とし，曖昧な記述は含めないとする。そして，

イメージと定義の整合・不整合を理 の状態を捉

える観点の一つとした。

　理 を捉える上で，概念イメージと概念定義の

関係を Vinner の述べる望ましい問題 決， 題

実行の過程を基に吟味した。Vinner は，望まし

い問題 決， 題実行の過程として 3 つの関係を

あげている。そこで，理 を捉える際にはどのよ

うな関係が望ましいのかを考えるために，３つの

概念定義，概念イメージの関係の図に具体的な問

題を当てはめることを通して考察を行った。また，

Vinner は望ましい概念形成の状態は概念イメー

ジと概念定義が相互に関係する状態であると述べ

ている。以上のことから，定義とイメージの相互

的な関係を見ることによって，理 の状態を見る

ことができると考えた。しかし，Vinner の図示

では理 しつつある過程を記述することができな

い。そこで，本研究においては概念イメージ，概

念定義の相互的な関係に着目し，相互作用を詳細

に表すことで，理 しつつある過程をも示すこと

ができると考えた。次の図は，概念イメージと概

念定義の関係を図示したものである。

これらをもとに，概念イメージ，概念定義によ

る理 を捉える枠組みを構築した。以上は，研究

題2に答えるために行った。（以上　第3章）

　そして研究 題 3 に答えるために，構築した枠

組みを用いて一次関数についての事例的考察を行

った。ここで一次関数を扱ったのは，Vinner ら

の研究において関数を扱った事例が多かったため，

本研究においても関数を取り上げることにしたか

らである。考察を行う前に，子どもの実態を把握

するため，中学校第 2 学年を対象に， 問紙調査

を実施した。調査の実施により，個々人が秘めて

いるイメージ，定義を明らかにすることができた。

調査の結果から機械的に分 し，望ましい状態を

位置づけ，段階付けを行った。その際，イメージ

概念定義 概念イメージ

Input

Output



にレベルを 定した。これをもとに，望ましい状

態と比べどのイメージが欠如しているのかを明示

することが可能になった。欠如しているイメージ

を観点として，段階付けを行い下図のピラミッド

型に図示することができた。この図示から，望ま

しい状態とのかけ離れ方を見ることができる。（F

という分 は，イメージが欠如しているのではな

く，行き過ぎたイメージがあるためピラミッド型

の枠外に位置づける。また，C13については子ど

もの問題の読み間違いという可能性があるため，

取り扱わないとする。）

また，各段階について概念定義と概念イメージ，

数学的な定義（本研究においては，社会的に共有

される定義）と概念定義の整合・不整合を見るこ

とにより，望ましい状態とはどのような状態であ

るかを明らかにし得た。

　以上のように 題を 決したことで，次のよう

に指導・支援を行うことができると考える。子ど

もの理 を概念イメージ，概念定義で表すことに

よって，理 の状態を記述することができる。そ

して，数学的な定義と整合している定義，イメー

ジを望ましい状態として位置づけ，比べることに

よって子どもの理 の状態において欠如している

イメージ，定義を特定することができる。つまり，

子どもの理 の状態を把握することができるとい

える。また，概念定義と概念イメージの相互関係

を詳細に表すことによって，理 しつつある過程

も記述することができた。そして，理 の状態及

び理 の過程を把握したことにより，望ましい状

態へと変容させる指導・支援に生かすことができ

ると考える。そこで，ピラミッド型の各段階の概

念イメージ，概念定義を望ましい状態へと変容さ

せるための指導・支援を提案する。Vinner は論

文（1991）で次のように述べている。「生徒をよ

り い知的な段階へ めるためには，認 矛盾を

こすことが必要である。」この記述に基づき，

本研究において，不整合が きていることを認

させることが，より望ましい状態へ めることに

つながると考える。たとえば，不整合を認 する

ことによって，定義を見直すことになり数学的な

定義に整合するように められたとする。そして，

定義が められることによって，相互的な作用に

よりイメージも められると考えられ，望ましい

状態に づいていくといえる。したがって本研究

では，子どもに不整合を認 させることによって，

数学的な定義と概念定義，概念定義と概念イメー

ジが整合するように指導・支援することが望まし

いと考える。（以上　第4章）
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Ⅳ．研究の結果

　理 に関する先行研究を吟味した結果あげられ

た問題点は，子どもたちの理 の様相（理 の状

態），理 の過程（理 しつつある過程）の両方

を十分に記述することができなかったことである。

そこで概念イメージ，概念定義を導入し表すこと

によって，理 の様相を記述することが出来る。

そして，概念イメージ，概念定義の相互関係を詳

細に表すことによって理 の過程をもあらわすこ

とができる。

　また，概念イメージにレベルを 定することに

よって，望ましい理 との離れ方を明らかにする

ことができると考える。離れ方が明らかになるこ

とによって，どんなイメージが欠如しているのか

を把握することができる。

　そして，一次関数の事例から望ましい理 の状

態とは概念イメージと概念定義，かつ，概念定義

と数学的な定義が整合である状態ということがで

きるのではないだろうか。

　本研究においては指導・支援に関して，子ども

に不整合を認 させることによって，数学的な定

義と概念定義，概念定義と概念イメージが整合す

るように定義，イメージの見直しにつながるので

はないかと考える。

　本研究では，一次関数を事例として生徒の理

を捉えることを みた。しかし，概念イメージ，

概念定義は個々人によって異なるため，理 の状

態，理 の過程をすべて表すことはできなかった。

また，概念イメージと概念定義は単元によって異

なるため，一般的な理 の状態，理 の過程を

明することはできない。今後，概念イメージ，概

念定義の枠組みを用いて他の事例についても考え

ていくことが 題といえる。
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（資料） 問紙調査

問１ 一次関数はどんなものですか。

問２ 次のグラフは 一次関数といえますか。
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